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検討の趣旨 

 統計法第３３条の規定に基づく調査票情報の利用形態については、調査対象者の秘密保護
のためのセキュリティ確保に万全を期すとともに、利用の申出・審査に係る事務の効率化
が求められているところ 

 かかる要請に対応するための一方策として、シンクライアント技術等を活用したリモート
アクセスについて、その実現可能性に関する技術的な検討を平成２５年４月から実施 

 本検討においては、将来、各府省から調査票情報の提供に関する事務の委託を受けた場合
を想定 

利用者 各府省 
ＣＤ等の電子媒体にて 

直接提供 

集計・分析後は 
利用者が削除 

利用者 
統計センター 

（調査票情報を保有） 

遠隔操作 
集計・分析を 

実施 

分析結果の送信 

秘匿措置の審査を受けた 
分析結果をダウンロード 

従来の 
形態 

将来像 
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目標とする調査票情報の使用形態 

 統計センターにおいて、調査票情報及びこれを解析するためのツール（ＳＡＳ、Ｓｔａｔ
ａ、Ｒ、ＳＰＳＳ等）を用意し、以下の形態により統計法第３３条第２号に定める研究者
等（統計法施行規則第９条に掲げる統計の作成等を行う者をいう。）が調査票情報を利用
する環境を提供 

 研究者等は、上記環境で調査票情報を使用して得た分析結果についてのみ持ち出し可能 

リモートアクセスを活用したオンサイト利用 

 統計センターと利用者の端末との間を専用回線（ＶＰＮを含む。）で接続 
 利用者は当該回線を経由して集計・分析を実施（この際、端末の画面に調査票情報を

画像情報として表示することは許容） 

遠隔操作 

画像情報の 
表示 利用者 

統計センター 

調査票情報の閲覧は 
可（画像情報のみ） 

サーバー 
（調査票情報を収録） 

審査済み分析結果 
の送信 

専
用
回
線 

（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
含
む
。
） 

持ち出し審査 
（秘匿措置の確認） 
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実証検証の概要 

以下の実証研究用基盤構成による利用環境がリモートアクセスによる調査票情報の利
用に適するか、データ転送の負荷等について実証検証を実施 

実証検証に当たっては、現在試行提供中の全国消費実態調査の擬似ミクロデータ※を活
用し、Ｒによる多変量解析等を実施（統計センター職員及び大学への出向者により実
際の分析作業から論文作成までを行い検証） 
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 シンクライアント 
 認証用ＵＳＢキー

デバイス 

専
用
回
線 

（
Ｖ
Ｐ
Ｎ
を
含
む
。
） 

利用者 

統計センターから機器を
貸し出し 

統計センター設置機器等 

 リモートアクセ
ス用サーバー 

 ファイヤー
ウォール 

 SSL/VPN装置 

 ミクロデータ格納用
データベースサーバー 

 スイッチ 

※レコード数：約３万２千レコード、変数197項目 



利用者によるファイルの持込み（案） 

リモートアクセス用 
シンクライアント 

利用者のＰＣ 

インターネット回線 

専用回線 
（ＶＰＮを含む。） 

リモートアクセス用サーバー 
（仮想マシン） 

管理用ＰＣ 

データベースサーバー 
（調査票情報収録） 

オンサイト施設 

統計センター 

②ウィルス等の
チェックを行い、
USBメモリー等に
コピー 

①メール等で持込み依頼 
※持込み依頼するファイ

ルを添付 

③仮想マシンのユーザ領域に
「持込みファイル」をコピー 

④メール等で
完了を通知 
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利用者 



分析結果の持出し（案） 

リモートアクセス用 
シンクライアント 

利用者のＰＣ 

インターネット回線 

専用回線 
（ＶＰＮを含む。） 

リモートアクセス用サーバー 
（仮想マシン） 

管理用ＰＣ 
データベースサーバー 
（調査票情報収録） 

統計センター 

①メール等で持出
し依頼 

②仮想マシンの
ユーザ領域の分
析結果を審査 

③審査の結果問題
なければUSBメモ
リー等にコピー 

④暗号化・パス
ワード等をセット 

⑤メール等で分
析結果を送付 

⑥パスワードを通知 

※分析結果とパスワードの経
路を別にすることで持出し
依頼者へ確実に届ける 
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オンサイト施設 

利用者 



利用者からの主な意見 

 接続は容易にできた（大学のネットワーク及び光回線、ケーブル回線で確認）。 

 WordやExcelを使用中に多少動作が重いと感じる時もあったが、おおむね問題なく操作
できた。 

使用感について 

 Ｒについては、パッケージの追加や利用者ごとの環境設定が柔軟に行えると良いので
はないか。 

 テキストエディタは好みが分かれることから、選択できると良いのではないか。 
 フリーソフトについては、利用者の要望に応じて導入ができると良いのではないか

（プログラム関係以外にも、論文作成についてＴｅＸを導入した方が良いとの意見が
あった。）。 

 ＳＡＳ、Ｓｔａｔａ、ＳＰＳＳ等有償ソフトを導入できないか（利用者が購入したソ
フトウェアの導入ができるとなお良い。）。 

ソフトウェアについて 

 利用期間終了後に再申請する場合なども考えられることから、利用環境（分析結果を
含む。）の保存について検討が必要ではないか。 

 離席中の対応など利用者が守るべきルールについて、明確化を図るべきではないか。 

その他 
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